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第8回ジョージメイスン大学輸送・拡散モデリング会議出席報告＊

山本 哲＊＊

　1．概要
　2004年7月13日から15日にかけて米国ヴァージニア

州フェアファックスのジョージメイスン大学（GMU）

で開かれた第8回GMU輸送・拡散モデリング会議に

出席した（第1図）．主催は米国・防衛脅威縮減庁

（DTRA）の合同科学技術事務所化学・生物学防衛計

画，気象学連邦調整官事務所（OFCM）及びGMUで，

会議のテーマは「大気中の輸送・拡散過程の理解の進

展，国家安全保障のための必要条件への支援，異部門

間の経験の共有」である．筆者はここ2年ほど，中国

タクラマカン砂漠を起源とする風送ダストの自由大気

への供給量を輸送・拡散モデルにより評価する仕事に

取り組んでおり，輸送・拡散モデリングについて米国

の現状を学ぶために出席した．

　本会議は当初は招待講演のみによるほとんど内輪だ

けの20名ほどの会議だったらしいが，第4回（2000年）

から一般参加者の投稿を受け付けるようになったこと

もあり，近年出席者はその10倍にふくれ上がっている．

今回も約200人の出席者があり，約90件の講演がまるま

る3日問にわたり，大部分口頭で，かつ単一会場で行

われた（第2図）．「国際会議」ではなく，大部分の出

席者は米国国内からであったが，カナダ，英国，イス

ラエル，フランス，ノルウェーなどからの出席もあっ

た．日本からの出席は筆者1名であったが，ニューメ

キシコ州サンタフェ在住の山田哲二博士も出席されて

いた．会議の趣旨に沿って，米国からは大学・研究機

関の研究者だけではなく，コンサルタント，行政，軍
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関係者などが多く出席していた．

　セッションのテーマは順に「センサー測定データ融

合と拡散」「メソスケールのモデリングと拡散」「都市

環境の監視と拡散」「都市規模モデリングと拡散」「国

家安全保障のための大気中輸送・拡散モデリングの必

要条件への支援（OFCM特別セッション）」「ペンタゴ

ンシールドプロジェクト」「拡散モデルの評価と不確実

性」「実験・観測研究」「拡散研究一般」であった．

　2．セッション内容

　9つのセッションで多種多様な講演が行われたが，

以下会議の進行に沿って，筆者の印象に残ったものを

紹介したい．

　（1）センサー測定データ融合と拡散（セッション1）

　このセツションは主催者のひとつであるDTRAの

合同科学技術事務所化学・生物学防衛計画の物理モデ

リング（気象モデル）の成果を発表するものだったよ

うである．データ融合，輸送・拡散モデルの改良，都

市域や建物内部での拡散のモデリングなど多岐にわた

る．生物化学兵器を搭載したミサイルを空中で迎撃し

た場合の上空からの物質の拡散の影響評価などと

いったことも想定されていた（Pace，DTRA）．

　ここでの融合（fusion）とは輸送・拡散モデルに実測

データを取り込んで行くことである．気象要素と違い，

測定値に連続性がなく，ノイズが多いのがひとつの特

徴である．カルマンフィルタ，GARCH（generalised

auto－regressiveconditionalhetero－skedasticity）と

いった方法（Thomas，英・Dst1），ベイズ理論に基づく

方法（Kosovic，LLNL）などがあるようだ．生物兵器

センサーから自然起源の拡散物質（花粉，バクテリア，

胞子等）を自動的に区別するため，バックグラウンド

のさまざまな特徴をモデル化し，人為起源と区別しよ

うとする研究もあった（Fish，英・Dst1）．現実の問題
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第1図　会場となったジョージメイスン大学エン

　　　タープライズホールのある校舎．

第2図　会議風景．

では拡散源は不明であり，限られた測定値と推定した

気象場から拡散源を推定するため，アジョイントモデ

ル，拡散モデルなどを使って測定データから拡散源を

推定しようという研究も進められていた（Brown，

Aerodyne　Research社）．

　開発手法・モデルの検証にはいろいろな野外実験の

データが使われているが，本会議を通じて多くの研究

で使われていたのがMUST（Mock　Urban　Setting

Test）実験である．2001年9月に国防総省と環境省に

よりユタ州の陸軍試験場で行われたもので（時期的に，

同時多発テロが契機というわけではないらしい），都市

キャノピーの再現を意図したものである．建物の代わ

りに舶用コンテナを200m四方に12×10個並べたもの

であるが，熱的環境に対する配慮が十分でないように

も思われた．

　（2）メソスケールのモデリングと拡散

　このセッションでは，メソスケールのモデリングや

拡散実験などの発表が行われた．

　2003年7月にオクラホマで行われた北米でこれまで

最大規模の拡散実験JointUrban2003（JU2003）の紹

介があった（Basara，オクラホマ大学）．150台の超音

波風速計，30台のAWS，9台のソーダ，3台のプロ

ファイラ，2台のドップラーライダーなどが使われた．

（よくあることだが）期待とは全く逆の風向きが卓越し

てしまい，なかなかよいデータが取れなかったようだ．

　MM5，COAMPSなど日本でも比較的名の通ったモ

デルによる数値実験も多数行われていたが，米国屈指

の科学技術集団と言われるSAIC社で開発された

OMEGA（TheOperationalMultiscaleEnvironment
model　with　Grid　Adaptivity）という気象モデルに目

を引かれた．適応的非構造化三角形格子（adaptive

unstmcturedtriangularmesh）を用い，任意の場所を

動的に高解像度化できる．領域モデルとしても使われ

るが，全球にも拡張されており，全球を特異点なしに

覆ってネスティングなしに関心あるところだけグリッ

ドを細かく出来る（Sarma，SAIC）．

　陸軍の軍用車両Humveeに搭載したナウキャスト

システムの開発といった話もあった（Stauffer，ペンシ

ルバニア州立大学）．車載の小型プロファイラなどの

データを同化し，MM5，SCIPUFF（拡散モデル）を

現場で走らせる．大学の気象学部でこのような開発を

行い，自分がHumveeを運転する姿を見せて「私のセ

カンドカーはHumvee」などとはしゃいだりするのは

日本では考えられない話である．

　Pullen（NRL）は領域気象モデル（COAMPS）と海

洋モデル（NCOM）を使ったアドリア海におけるボラ

発生時のシミュレーションを報告した．予測された海

面水温を大気にフィードバックさせた方が，冷却され

た海面が大気の安定度に反映し風速が弱まって実測に

近かったという

　Rife（NCAR）はソルトレイクシティを対象とした

MM5のL33kmシミュレーションを報告した。観測に

表れている日変化より短い周期の変動のパワーを高解

像度モデルは十分に再現していないので，この成分が

卓越する日の予想成績（Anomalycorrelation）が悪く

なる．高解像度になるとRMSなど従来の評価方法で

はスコアが落ちてしまうという問題もあり，オブジェ

クトベースの評価手法（詳細不明）を開発中とのこと．

冬季オリンピック時のテロ対策のための気象予測が必
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ずしもうまくいかなかった，ということが背景にある

らしい．

　山本はこのセッションで「タリム盆地における大気

の循環およびダスト粒子の飛散と拡散の数値シミュ

レーション」の研究発表を行った．場所が地球の裏側

で，会議の中ではやや異色の発表となった感もあるが，

手法は多くの研究と共通しており，また使用している

ダストフラックスの計算手法（Shao，2004）は多くの

米国の研究者には目新しいものだったようで，幸いに

も興味を持って好意的に受け入れてもらえたようであ

る．

　（3）都市環境の監視と拡散

　都市スケールの監視，拡散などに関する発表が行わ

れた．

　Hicks（NoAA／ARL）からNoAAが進めている

UrbaNetの実地試験DCNetの紹介があった．都市の

拡散予測に最適な観測システムを構築するため，ワシ

ントンDCで政府機関，研究所，大学の鉄塔，ライダー，

ソーダー，プロファイラなどの観測網を展開している．

もちろんこれも国土防衛（homelandsecurity）への貢

献の1つと位置づけられている．

　米・ENSCO社ほかが長期的プロジェクトとして開

発に取り組んでいる（NASAからファンドを得てい

る）というGEMS（Global　Environmental　MEMS

Sensor）にはたいへん強い印象を受けた，マイクロ

メートルスケールの超小型で，相互通信機能を持った

知能的使い捨てセンサーを開発し，空中に大量に撒布

して気象データを得ようというものである．実現すれ

ば従来型のセンサーでは観測不能だった激しい現象や

建物まわりの風などの複雑な流れの直接観測も可能に

なる（Evans，ENSCO社）．もちろん問題点も無数にあ

るように思われるが，ナノテクノロジーは世界的に最

先端の競争が繰り広げられ，日々新技術が開発されて

いる分野であり，日本でも同様の計画を検討する必要

があるようにも感じられた．

SAIC；Brown，LLNL）．

　数値モデリングでは　CFD技術の拡張と，気象モデ

ルの高解像度化の接点にある領域であり，CFDを拡張

して熱的効果などを取り込んだものなど，さまざまな

アプローチがあった．風洞実験などで評価されており，

平均風についてはよいが，乱流強度についてはまだ十

分でないものもあった．山田（YSA社）はメソスケー

ル気象モデルHOTMAC（Higher　Order　T皿bulence

Model　for　Atmospheric　Circulation）を格子間隔2

cmで風洞実験に適用し，よい結果を得た．さらに熱的

効果を入れたビル周りのシミュレーションを行った．

拡散モデルRAPTAD（Random　PuffTransportand

Diffusion）はラグランジュ法だが，流れるのが粒子で

なく拡散で膨張していくパフである．山田先生による

と，濃度分布を計算するための粒子数がより少なくて

すむよう，ご自身が考えだされたアイディアというこ

とだが，最近は広く使われているようである．

　Camelli（GMU）はCFDモデルFEFLO－URBAN
mode1によるMUST実験の再現実験を報告した．四

面体要素による非構造メツシュのVLES（VeryLarge

eddysimulation）モデルである．必ずしも高解像度（要

素数を500Kから31Mまで変化）の方が高精度という

結果にはなっていないようであった．31Mでは計算時

間問隔は0．03秒になり，15分問の計算に4か月かかっ

ていた．

　メッシュが乱流を分解するのに十分な領域はLES

で，そうでないところはRANS（ReynoldsAveraged

Navier－Stokes）で計算するDES（Detached　eddy

simulation）と称するもの（Peltier，ペンシルベニア州

立大学），タイムステップ分割と濃度が大きいところだ

け計算するDynamic　Deactivationの導入による計算

の高速化の発表（L6hner，GMU）もあった．

　熱的効果などを組み込んだCFDによるマンハッタ

ン島を対象とした実験では，WTC倒壊もモデル化さ

れ，そのムービーとかは生々しかったが，技術者の貧

欲さを感じた瞬間でもあった（Huber，NOAA／ARL）．

　（4）都市規模モデリングと拡散

　都市スケールでのモデリングに関する発表が行われ

た．

　現実の拡散問題では緊急性が問われることが多く，

マスコンモデル（Mass－Consistent　Mode1）やパフモ

デルなどが広く使われており，経験則を盛り込んで改

良するなどの努力も続けられている（Sontowski，

　（5）国家安全保障のための大気中輸送・拡散モデリ

　　　ングの必要条件への支援（OFCM特別セツショ

　　　ン）

　本会議の主催機関のひとつであるOFCMは米国の

連邦気象業務・支援研究を調整するために1964年に設

置された独立機関である．

　今回の特別セッションは国家安全保障のための輸
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第3図OFCM特別セッション．政府機関からの
　　　パネリスト7人のうち4人が女性．

送・拡散モデルの開発計画のドラフトを討議すること

を目的に設定された（Williamson，OFCM）．

　非常事態において大気拡散モデリングの結果を総合

し，国民への被害を最小限にするためInteragency

Modeling　and　Atmospheric　Assessment　Center

（IMAAC）の設立が検討されていることが報告され

た．DHSの主導で省庁問の運営委員会により設立され

ることが考えられている（Suski，DHS）．続いて「輸

送・拡散に関する支援業務の提供において進化する連

邦機関の役割と責任」のテーマでのパネルディスカッ

ション（第3図）となり，NOAA／NWS，NOAA／ARL，

NOAA／National　Ocean　Service，DTRA，国立大気

放出物情報センター（NARAC：National　Atmo－

spheric　Release　Advisory　Center），原子力規制委員

会（NRC：Nuclear　Regulatory　Commission），環境

保護庁（EPA：Environmental　ProtectionAgency）

からの7名のパネリストによる大気拡散予測とその利

用・発表に関係した業務紹介などがあった．

　NOAAはメソスケール気象モデルEta－12に輸送・

拡散モデルHYSPLIT（HYbrid　Single－Particle　La－

grangian　Integrated　Trajectory）の結果をすぐ得ら

れるサイトREADY（Rea1－time　Environmental
Applications　and　Display　sYstem）を運用しており，

利用されている方も多いと思う．手軽な情報受信のた

めのWeather　Radioなども運営されている．

CAMEO，ALOHAはEPAとNOAAが提供してい
る事故時における化学物質の拡散シミュレーションモ

デルである．NARACは核物質の拡散対応のための組

織で，各種拡散モデル，気象モデル，CFDモデルなど

を使用している．地方の緊急体制との協力も進められ

ている．IMAACとNRCとの関係の微妙さを伺わせ

る講演もあった．拡散モデルの結果はそのままの形で

は非専門家には提供すべきでないということを強く主

張するパネリストもいた．

　続いて，OFCMが2003年10月に設立した連邦政府機

関をメンバーとした「大気中輸送・拡散モデリング（研

究と開発計画）のための合同作業部会」（JAG／ATD（R

＆DP）：JointActionGroup　forAtmospheric　Trans－

portandDiffusionModeling（ResearchandDevelop－

mentPlan））がまとめた「大気中輸送・拡散モデリン

グのための連邦研究の要請とプライオリティ」のドラ

フトが紹介された（Walter，陸軍研究事務所）．なお，

報告書は2004年9月に発表された（JAG／ATD（R＆

DP），2004）．本報告書，また本セッションで使用され

たプレゼンテーションは，OFCMウェブサイト
http：／／www．ofcm．gov／からダウンロードできる．

　（6）ペンタゴンシールドプロジェクト

　「ペンタゴンシールド」は国防総省に対する生物化学

兵器攻撃に対応するため，国防総省の研究・開発部門

である高等研究計画局（DARPA：DefenseAdvanced

Research　Projects　Agency）の特別計画研究室

（SPO：Special　Prolects　office）の資金で実施されて

いる研究開発プロジェクトである．建物スケールまで

の影響評価・予測モデルを開発することを目的とし，

モデル検証に必要なデータを得るため実地での大規模

実験（要するにペンタゴンの建物上・周囲に多数の観

測装置を展開しての3次元的気象観測，SF6拡散実験）

も行われた。観測では複数台のドップラーライダーな

ど最新鋭機器も導入され，係留気球の乱流観測との比

較が行われた．ペンタゴンを対象として風洞実験や

CFDも実施されている．

　会議の時点では観測が終わってまだ2か月後であ

り，観測の紹介，途中経過の報告などにとどまってい

たが，各政府機関（DARPA，NOAAなど），大学（コ

ロラド大学），研究所（NCAR，NOAA／ARLなど），

軍，民間セクターなどとの協力関係が良好であるよう

に見えた．これに限らずこうした部門，省庁にまたがっ

た協力関係は日本とは異なり，もともとあったものの

ようだが，それが同時多発テロ後の危機意識の高まり

でさらに強固となっているようである．危機感，切迫

感が共有されていることは如実に感じられた．今回は

会場が特に同時多発テロ発生地の近傍であったことも

無関係ではないかもしれない．また，こうした内容が
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外国人も出席するこのような会議で紹介されるのは驚

きであった．

　（7）拡散モデルの評価と不確実性

　野外実験結果によるモデルの評価，モデル間の比較，

新しい評価方法の提案と適用などの発表があった．

　Platt（防衛研究所）は利用者指向MOE（meas皿eof

effectiveness）によるETEX実験（1994年）の評価を

行った．ETEXには気象庁のモデルも参加している．

従来の指標と同等の評価が出来るとともに，人口密度

に応じた影響度の変化などを考慮した評価も可能なと

ころが，「利用者指向」という所以らしい．

　Hanna（ハーバード公衆衛生大学）は拡散モデル間

の違いを統計的に評価する方法を提案し，ソルトレイ

クシティで行われた大規模拡散実験Urban2000の6

つのモデルでの計算結果に適用した．ちなみにHanna

博士は2003年までGMUに在籍し，この会議の創立者

でもあるとのことで，会議全体を通じて存在感を示し

ていた．博士はHannaConsultantsというコンサルタ

ント会社の代表でもあり，政府機関，企業，大学など

との多くの仕事をされているようである．

　（8）実験・観測研究

　2004年4月，トリニダードのポートオブスペインで

強盗に撃たれて43歳で死去したRobert　Macdonald

博士（カナダ・ウォータールー大学）を記念するセッ

ション．博士の名前で発表された平面レーザ誘起螢光

（PLIF：Planar　Laser　Induced　Fluorescence）ミ去によ

るストリートキャニオンを模した水槽拡散実験のほ

か，水槽実験，観測実験などの発表が続いた．

JSLSCAD（Joint　Services　Lightweight　Standoff

Chemical　Agent　Detector）という化学兵器センサー

の試験のための水上での拡散実験，といった発表

（Patton－Ha11，海軍水上戦センター）があった．マス

タード，VX，神経ガスなどが赤外線の波数800－1200の

領域に強い吸収を持つことを利用したセンサーだそう

だ．Bieringer（マサチューセッツ工科大学）は主にドッ

プラーレーダーを利用して最小二乗法により境界層内

の水平2km，鉛直500m間隔で風の3次元分布を算出

するシステムとその検証実験を紹介した．

　（9）拡散研究一般

　航空機の航跡なども考慮した農薬の空中散布の影響

のシミュレーション，地形分解能の拡散モデルの結果

への依存性（Babarsky，NGIC），有毒産業化学物質の

化学過程を取り込んだ拡散モデルの開発（Henley，

ENSCO社）遺伝的アルゴリズムを利用してレセプ

ターモデルやガウス型の拡散モデルを適用して発生源

を特定する手法の開発（Haupt，ペンシルバニア州立大

学）など基礎から応用にいたる多様な研究についての

発表があった．

　3．会議雑感

　物質拡散の各種手法によるモデリング（統計的モデ

ル，気象モデル，CFD，LES，DNS等）に関する多数

の発表があったが，それを支えるものとして，米国各

地の都市や野外実験サイトでの大規模な拡散実験が多

数行われており，多くのモデル研究でその結果が評価

に使われていた．綿密に実測データを得ることはモデ

ル研究に不可欠であることがよく理解されていると思

われた．

　また，都市上空の3次元的な風の分布の把握にドッ

プラーライダーが使われるようになってきていること

を印象づけられた．乱流計測にも応用可能のようであ

る．波長1．5μmのアイセーフな赤外光を使っているの

で，都市域での使用にも問題はないという．夜間ジェッ

トの盛衰や混合距離の鉛直分布など，教科書的な現象

であるが，鉛直断面図など2次元的に見ることができ

るのは圧巻であった．

　会議や課題の性格に関係することと思われるが，理

屈抜きで応用面の評価を優先させた技術的・工学的な

内容の発表も多く，気象学的な新しい発見や，画期的

な新技術の開発といった観点から注目される発表は必

ずしも多いとはいえなかったように思う．拡散源も

はっきりしない生物化学兵器の拡散を建物スケールま

で予測するなど，高度化・多様化する要求に対し，必

要な技術開発が遅れているという印象もあるが，官民

からのこうした要求の実例をいろいろ見ることができ

たのは面白かった．

　連日朝8時から午後6時近くまでの日程にも関わら

ず，大部分の出席者が全日出席し，きわめて活発に議

論を展開しており，米国の研究者の体力（知力に加え

て）にも驚かされた．本報告の投稿に時間を要したの

も筆者の知力と体力では非常に盛り沢山の内容を消化

するのにたいへんな時間を要してしまったからであ
る．

　こうした流体力学，気象学，流体工学などの各分野

にまたがった領域で，基礎から応用にいたる内容の議

2005年6月 29
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第4図　Boybeyi博士と記念撮影（CAMPにて）．

論が，産学官の研究者・技術者から実務者までの専門

家が一堂に会して行われることは，本会議のたいへん

ユニークな点であろう．日本でもこのようなきわめて

応用性の高い，地表面付近の大気・物質拡散モデリン

グにテーマを絞った会議が開かれることを期待した
い
．

　4．CAMP訪問
　会議翌日にGMUの総合大気モデリング計画
（CAMP）を訪問した．総合的研究環境・分野での先進

性を提供する大気モデリンググループとして，同大学

の計算科学部の研究計画の1部門として1997年に創立

され，会議で事務局を務めていたBoybeyi博士が代表

者を務めている．現在一時的にキャンパス外の商用ビ

ルに間借りしていて，非常に狭いところであったが，

行われている研究は世界最先端である．

　トルコ出身のBoybeyi博士（第4図）はSAICにお

けるOMEGAモデルの開発チームの主要メンバーで

ある．OMEGAにっいては会議でもいくつか紹介され

たが，簡単な説明をしていただいた．1つのモデルで

幅広いスケールの現象に対応したシミュレーションが

でき，都市スケールから局地循環，ハリケーン，大気

大循環，さらには火星大循環とそれによる物質輸送・

拡散モデリングの結果を見せていただいた．博士は現

在SAICにも籍はあるようで，論文などを見ると所属

を使い分けているようであったが，詳しいことは聞か

なかった．Ma博士からは不安定成層下で行われた野

外実験での鉛直速度スケールの提案など，最新研究成

果の紹介を受けた．他にも，大気乱流・拡散モデリン

グの専門家でイタリア出身のFranzese博士，ニュー

ラルネットワークを使った気象予報プロダクトの改善

に取り組んでいるロシア出身のポスドクのNovakov－

skaiaさん，自作のモデルで山岳波のシミュレーショ

ンを行っている英国出身の学生のLindemanさんな

ど，CAMPでは世界各国から研究者が参集して各種の

メソスケール現象・都市環境モデリングなどに取り組

んでいる．筆者の関心とも多くの点で共通しており，

これを機会に今後も情報交換を続けていきたいと感じ

た．

　5．フェアファックス雑感

　成田から直行便14時間でダレス国際空港に到着，

フェアファックスまで公共交通機関ではバスと地下鉄

を2回乗り継がないといけないので，不慣れな土地で

もあり安易にタクシーで行くことにしたが，タクシー

の運転手はフェアファックスヘの道を全く知らず，無

線で聞きながら運転していた．フェアファックスに着

いても，街並みがとにかく分散しているので，店とか

ぜんぜんないように見えたが，目が慣れてくると木々

の中にかなり大きい店が立ち並んでいることに気づ

く．思えば筆者がアメリカの郊外都市を訪問するのは

これが初めてであった．

　フェアファックスはヴァージニア州とはいってもワ

シントンDC郊外と言った方が適切なくらいである．

私は恥ずかしながら今回の旅行で初めて知ったのだ

が，ワシントンDCというのは存外に狭く，ニュースな

どでよく聞く「ペンタゴン」も「アーリントン国立墓

地」も「ワシントン・ダレス国際空港（「ワシントン」

が付いたのが正式名称）」もみなヴァージニア州にあ

る．ワシントンDCの中心からは，メトロで30分ほど，

「ヴィーン」（Vienna／Fairfax－GMU）という終点の駅

から，CUEバスというフェアファックス市の運行する

循環バスが出ていて（ちなみにCUEとはCity－Uni－

versity－Energysaverの頭文字らしいがこじつけっぽ

い気もする），50セント（地下鉄乗車時に乗換券をも

らっておけば25セント）でGMUなど主要な場所に行

ける．ルート66の真ん中にあるメトロのターミナル駅

ヴィーン（やはり「ヴィエンナ」と書くべきか．）は多

数の大きな駐車場に取り囲まれ，駅前にはバス・タク

シー乗り場，あとはアメリカの町並みでよく見る新聞

の販売機がずらっと並んでいるだけで，店屋はただの

1件もない．車社会だし，メトロは駅構内・車内とも

飲食喫煙厳禁なので，駅前に店がなくても別に困らな

いようだ．私の住む町にももうすぐ東京につながる電

車がやって来るが，駅前の風景はやはりいずれこんな

30 “天気”52．6．
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ものになってしまうのではないかと妄想してしまっ
た．

　ワシントンDCではちょっとしたビルに入るときも

荷物を調べられたが，ここまで来ると全くそんなこと

はなく，のんびりした雰囲気が漂うようにも見えた．

GMUは広大で緑豊かなキャンパスを有する，という

ことはけっこう歩くことになるのだが．昼食は毎日大

学学食になってしまう．大学の規模の割には貧相な気

もしたが，やはり車でどこかに行ってしまうのかもし

れない．夕食はサンタフェから2回飛行機を乗り継い

でロナルド・レーガン・ワシントン・ナショナル空港

（ペンタゴン近く．ここもヴァージニア州．）からレン

タカーで来られていた山田哲二先生が他の会議の出席

者と一緒にレンタカーでレストランに連れて行ってく

ださったりしたので，たいへん有り難かった．
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ALOHA：Areal　Locations　of　Hazardous　Atmo．
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ARL：Air　Resources　Laboratory大気資源研究所
　（NOAA）

AWS　l　Automatic　Weather　Stations

CAMEO：Computer－Aided　Managment　of　Emer－
　gency　Operations

CAMP：Comprehensive　Atmospheric　Modeling　Pro－

　gram総合大気モデリング計画（GMU）

CFD：Computational　Fluid　Dynamics計算流体力学

COAMPS：Coupled　Ocean／Atmosphere　Mesoscale
　Prediction　System

DHS：Department　of　Homeland　Security　米国・国

　土安全保障省

DNS：Direct　Numerical　Simulation

Dst1：Defense、Science　and　Technology　Laboratory

　英国・防衛科学技術研究所

DTRA：DefenseThreatReductionAgency　米国・防
　衛脅威縮減庁

ETEX：European　Tracer　Experiment　欧州トレー

　サー実験

GMU：George　Mason　University　ジョージメイスン

　大学

LES：1arge　eddy　simulation

LLNL：Lawrence　Livermore　National　Laboratory

　ロレンス・リバモア国立研究所

MEMS：Micro　Electro　Mechanical　Systems

MM5：The　Fifth－Generation　NCAR／Penn　State

　Mesoscale　Mode1（米国・ペンシルバニア州立大学と

　NCARが共同開発したメソモデル）

NCAR：National　Center　for　Atmospheric　Research

NCOM：Naval　Coastal　Ocean　Model

NRL：Naval　Research　Laboratory

NGIC：National　Ground　Intelligence　Center

NOAA：National　Oceanic　and　Atmospheric　Admin－

　istration　米国海洋大気庁

NOS：Nationa10cean　Service（NOAA）

NWS：National　Weather　Service（NOAA）

OFCM：Office　of　the　Federal　Coordinator　for　Mete－

　orological　Services　and　Supporting　Research　気象

　学連邦調整官事務所

SAIC：Science　Applications　Intemational　Corpora－
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